
 

4-2 概要説明 （平成 21年 12月 6日 ～平成 21年 12月 19日） 

(1) エクアドル国側 2009年 12月 16日 

- 西語版オリジナル 

- 和訳版 

 



 



 



 



 

 



 



 



 

 



 

(2) ペルー国側 2009年 12月 11日 

- 西語版オリジナル 

- 和訳版 



 



 

 



 

 



 

 



 



 



 

 



 

5 事業事前計画表（事業化調査時） 

 



 

1．案件名 

エクアドル共和国・ペルー共和国 新マカラ国際橋建設計画事業化調査 

2．要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

エクアドル共和国（以下「エ国」という）とペルー共和国（以下「ぺ国」という）は 19世紀より国
境策定に起因した軍事衝突・紛争を長期にわたって行ってきたが、1998年 10月に両国間で平和合意が
調印された。これを受けて二国間国境開発委員会の設立、国境地域開発協定の締結等が行われ両国は
開発から取り残された国境地域の不十分な社会基盤の改善、高い貧困問題の解消に着手した。二国間
国境開発委員会は、国境地域の統合と開発を目的とした施策を掲げ、これら施策を 2000 年から 2009
年の 10年間にわたり実施することを決定した。その中で掲げられた 4つの主要施策のうちの 1つが「国
境の通行・交易の活性化のため国境施設等を含むサービスの提供の実施」である。具体的には、国境
を跨ぐ 5 路線の整備、これら 5 路線のうち 4 路線に位置する国際橋の建設、並びに現在両国各々にあ
る国境施設を一元化する国境施設の建設である。本件プロジェクトは上述の 4 国際橋のうちの一つで
あり、南北アメリカを縦貫するパンアメリカン・ハイウェイ上に位置する。 

既設マカラ橋は建設後 40年が経過し、鉄筋の露出や亀裂に遊離石灰が発生するなどの重大な損傷が
散見され老朽化が進行している。さらに、現行荷重に対して耐荷力が不足していることから 20トンの
車両重量制限が実施されている。これらの構造的な欠陥に加え、現マカラ橋位置の河川幅は約 120mで
あるのにも拘らず、支間 40m の橋梁と河川敷に構築された盛土道路により渡河しているため、洪水流
量に対する通水断面の不足から倒壊の危険性があるだけでなく、洪水時には既設橋の上流部で堰上げ
が発生し、耕地が流出する等の被害も発生している。 

一方、現状は橋梁を挟んだ両国側それぞれの国境施設で通関、出入国管理（2-ストップ方式）を行
っているため、車両は橋梁通過前後で必ず停車する必要があるが、2007 年度を目処に新国境施設がエ
クアドル側に一元化される（1-ストップ方式）ため、停止することなく橋梁を通過することが可能と
なる。しかし、現状の取付道路の平面線形には規格外の小さな曲率半径が用いられており、取付道路
の線形を改良しなければ円滑な交通の妨げになるばかりでなく、安全な通行にも支障をきたすことと
なり、新国境施設の意義が損なわれる。 

本プロジェクトは、上記の問題を有する既設マカラ橋を新橋で架け替え、国境交通の安定化と国境
地域の持続的な発展に資するものである。 

なお、マカラ橋において 2004年 10月に実施された 24時間交通量調査では 943台/日（大型車：28
台/日）が計測された。一方、2000 年及び 2003 年に実施した調査ではそれぞれ 240 台/日（同 81 台/
日）、890台/日（大型車台数不明）であったことから、1998年の和平合意以来、交通量は概ね年率 10%
程度の増加傾向にあると言える。 

3．プロジェクト全体計画概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標 

パンアメリカン・ハイウェイ沿線のエ国・ペ国間の国境地域において、円滑で安定的な交通が確
保される。 

裨益対象の範囲および規模： エ国ロハ州住民約 41万人（2001年）、ペ国ピウラ州住民 164万人
（2002年）、その他の越境通過交通 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ア 新マカラ国際橋及びその取付道路が建設される。 

イ エクアドル側に一元化される新国境施設が建設される。 

ウ ロハ（エ国）～スジャナ（ペ国）間の道路が整備される。 

 



 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 新橋及びその取付道路を建設する。 

イ 新国境施設を建設する。 

ウ 対象路線の道路を整備する。 

（４） 投入（インプット） 

ア 日本側： 無償資金協力 11.94億円 

イ エ国側： 建設用地の確保 

ウ ペ国側： 建設用地の確保 

（５） 実施体制 

主管官庁及び実施機関： エ国公共事業省及びペ国運輸通信省 

4．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

パンアメリカン・ハイウェイ上、エ国・ペ国間国境部（エ国側ロハ州マカラ市、ペ国側ピウラ州
ラティナ市） 

（２） 概要 

新マカラ国際橋及びその取付道路の建設 

（３） 相手国負担事項 

① 環境社会配慮 （用地取得・住民移転） 

② 電柱・配電線の移設 

③ 水道管の移設 

④ 仮設ヤードの整地 

⑤ ID及びステッカーの発給 （工事中の国境往来に関する許可証） 

⑥ 既設マカラ橋及び取付道路の一部の撤去 

⑦ 既設橋撤去後の護岸工の設置 

（４） 概算事業費 

概算事業費 13.03億円 （日本側 11.94億円、エ国・ペ国側負担 1.09億円） 

（５） 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 32ヶ月（予定） 

（６） 貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 

① 橋梁計画に際し、用地取得・住民移転を最小限に抑える。 

② 移転対象とならない近隣住民の工事による騒音・振動等の影響を最小限に抑える。 

 

 



 

 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

① 国境紛争の再燃等、治安・政情が悪化しない。 

② 大洪水など想定外の天災が発生しない。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

特に無し。 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 
現状の数値 
（2006年） 

計画値 
（2009年） 

橋梁通行車両の重量制限の緩和 20トン 40トン 

大型車交通量の増加 39台/日 増加する 

（２） その他の成果指標 

特に無し。 

（３） 評価のタイミング 

2013年以降（協力対象施設竣工後） 



 

 

6 その他の資料・情報 

相手国側負担費用内訳 



 

 

 

「エ」国側負担費用内訳 

事業費区分 数量 単位
単価 

(US$)  

「エ」国金額 

（US$） 

円貨換算

（千円） 

(1) 環境配慮費用 

 （うち住民移転・用地取得費用分） 
1 式 

158,967 

(130,389) 

158,967 

(130,389) 

15,507

(12,719)

(2) 追加用地の確保    

(3) 電柱・配電線の移設 205 m 39 8,000 780

(4) 水道管の移設 - - - - -

(5) 仮設ヤードの整地 14,700 m2  7,000 683

(6) 環境保全保証金 1 式 36,700 36,700 3,580

ID カード 300 枚 2 600 59

ステッカー 100 枚 1 100 10
(7) ID 及びステッカーの

発給 
小計 700 68

(8) 既存マカラ橋及び洪水敷内の取付道路の

一部の撤去 
0.5 式 280,000 140,000 13,657

1) 掘削 397.6 m3 2.2 872 85

2) 埋め戻し 207.9 m3 7.3 1,513 148

3) 重力式擁壁 68.5 m3 138.8 9,507 927

4) 法面護岸工 135.7 m2 80.9 10,983 1,071

5) 根固め工 247.5 m2 91.6 22,662 2,211

(9) 護 岸工の
設置 

小計 45,537 4,442
合計 396,904 38,718

 

 

「ぺ」国側負担費用内訳 

事業費区分 数量 単位
単価 

(US$)  

「ぺ」国金額 

（US$） 

円貨換算

（千円） 

(1) 環境配慮費用 

 （うち住民移転・用地取得費用分） 
1 式 

334,850 

(270,900） 

334,850 

（270,900） 

32,069

(26,426)

(2) 追加用地の確保    

(3) 電柱・配電線の移設 410 m 39 16,000 1,561

(4) 水道管の移設 450 m 12 5,300 517

(5) 仮設ヤードの整地 - - - - -

(6) ID 及びステッカーの発給 - - - - -

(7) 既存マカラ橋及び洪水敷内の取付道路の

一部の撤去 
0.5 式 280,000 140,000 13,657

(8) 護岸工の設置 - - - - -

1) 掘削 397.6 m3 2.2 872 85

2) 埋め戻し 207.9 m3 7.3 1,513 148

3) 重力式擁壁 68.5 m3 138.8 9,507 927

4) 法面護岸工 135.7 m2 80.9 10,983 1,071

5) 根固め工 247.5 m2 91.6 22,662 2,211

(9) 護 岸工の

設置 

小計 45,537 4,442
合計 541,687 52,842
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